
１．研究の目的

まちかど土曜楽交(がっこう)(以下、まち土)は、和

歌山市・和歌山大学地域連携推進協定により、2011年

度から実施されている事業である。本研究の対象とす

る小学生版まち土は、１年間に４クールが開催され、

１クールが５回からなるため、１年間で計20回が開催

される。１回のまち土は土曜日の午前中、10：00～12：

30の時間帯で開催され、子どもの募集人数は毎回20名、

和歌山市内の小学４～６年生を対象としている 。本事

業の目的は「和歌山大学が有する人的資源及び知的資

源を活用し、『和歌山を学ぶ』を基調テーマに児童・生

徒を対象に、文化・芸術のまちづくりに寄与する」 こ

とであるが、教員養成をミッションとする大学側から

見たときには、授業づくりとその実践を学生が体験す

ることができる貴重な機会となっている。特に、学部

３、４回生で位置づけられている主免実習、副免実習

が、担任の先生がつくってくださった学級に入り授業

をさせていただくものであるのに対し、このまち土で

は、授業の目標－内容－方法のみならず、その学習の

場の設定までを学生たちが行うことができる点が特徴

であるといえよう。

筆者が指導する社会科教育ゼミは2011年度末の「体

験」(次年度への案内も兼ねたミニまち土)から参画し、

年４回の楽交を開催してきた。これまで、授業の計画・

実施を２回生が主体となって行い、３回生が必要に応

じてサポートするという体制をとっていたが、2014年

度は、この事前準備と当日の運営にかかる３回生のサ

ポートをシステム化した。

教員養成の場における異学年の交流による学びは、

その必要性が叫ばれながらもなかなか研究が進まずに

いる領域のひとつである。本研究の目的は、まち土の

計画・準備、運営、反省において、２回生と３回生と

いう異学年間の交流を意図的に組み込むことによる、

学生の学びの特徴を明らかにすることである。

２．実践の概要

2．1．2014年度社会科教育ゼミの概要とまち土の取り組み

2014年度社会科教育ゼミの２・３回生は、２回生３

名(学生Ａ、Ｂ、Ｃ)、３回生４名(学生Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ)

である。まち土は、２回生２人がリーダー、３回生２

人がスーパーバイザーとして企画・運営を行った。ま

た、リーダー、スーパーバイザーの役が当たっていな

くても、当日補助として参加した学生もいる。学生の

役割分担を表１に示す。
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2．2．各回のまち土の実践概要と学生感想

2．2．1．第１回(6/7)和歌山県の特産品をおいしく食

べよう(参加児童数26名)

和歌山県の特産品である桃とびわを使ったジャムづ

くりと、桃とびわについての学習(歴史、栽培地、品種

など)を行った。

学生の感想を表2-1～2-5に示す。なお、学生の感想

はすべて原文まま(以下同様)である。

表2-1 学生の感想(Ａ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

進行の仕方、子供たちへの接し方や注意の仕方。

時間配分やどういうものが必要になるかといった

準備物等。子どもたちの中でもスムーズに作業で

きる子とそうでない子の間で生まれる時間差をな

くすようにする手段(作業面の時間差をなくす心

がけ)

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

全体への声かけの仕方やさわぐ子への対応をし

てくださってとても助かりました。班によっては

すごい差があったのでまとめてくださってありが

たかったです。心掛けたことは大きな声で明るく

はっきり進行することを意識しました。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

失敗したと思ったことは時間配分が早く終わり

すぎた感じがありました。あと、果物を早めに洗っ

ておいたり準備をしておけばよかったと思いまし

た。次回のまち土では準備物の確認をもっときっ

ちりしておきたかったです。もう少し授業要素を

入れたいです。

表2-2 学生の感想(Ｂ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

進行の仕方、時間配分など今までのまち土の経

験からこういうものがあった方がいいとたくさん

教えて頂けて、とても助かりました。子どもたち

の動きがはじめてのまち土ということもあり、読

めなかったのですごく助かりました。

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

とりあえず大きな声で親しみやすくできたらい

いなと思って、普通を意識して取りくみました。

３回生の先輩方がすごく子どもたちに親われてい

て、すごいなと思いました。最初の準備の際に、

すごくてきぱきと引っ張ってくれてすごく助りま

した。やんちゃな男の子たちをDさんがまとめて

くれていてとても有難ったです。子どもの扱い方

が皆上手だなと思いました。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

時間配分が思った以上に上手くいかなくて、予

想以上に早く終わってしまいました。上手くリー

ダーさん(Ａ)を助けることができなかったので、

次はもっとサポートできるように努力したいで

す。ちょっとつまらなさそうにしていた女の子が、

最後のアンケートですごく楽しかったにマルをし

ていてくれたとき本当に嬉しかったです。

表2-3 学生の感想(D：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

１年間やってきましたので、１年間やって“気

をつけた方が良いこと”“もっとこうしとけばよ

かった”ということは積極的に伝えるようにしま

した。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

リーダーがメインでやっていますが、抜けてい

ることがないか注意するようにしました。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

大きな声で授業をしていたと思うが、ときどき

聞こえないこともあったので、声の大きさ、強弱

に気をつけたらよいと思いました。ジャムを事前

に作ってくれたり、クイズ、作り方と準備が大変

だったと思いますが、本当にお疲れさまでした。

表2-4 学生の感想(E：３回生：当日補助)

みんな班の子ども達全員で取り組めていた。

カップケーキ作りでは、自分達以外の周りの先生

のための分も子ども達から率先して用意していた

姿が見れたのが今日一番の良かった所だと思いま

した。

表１ 学生の役割分担

２回生 ３回生

リーダー スーパーバイザー 当日補助

第１回 Ａ、Ｂ Ｄ Ｅ、Ｆ

第２回 Ｃ、Ａ Ｅ、Ｄ Ｇ

第３回 Ｂ、Ｃ Ｇ、Ｆ Ｄ、Ｅ

第４回 Ａ、Ｂ Ｆ、Ｅ Ｄ、Ｇ
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表2-5 学生の感想(F：３回生：当日補助)

・時間配分は良いと思いました。

・集中できない子が多くて、作業が多いとなると、

どうしてもぐちゃぐちゃになってしまいがちで

あるなと思いました。

・もう少し大きな声でもいいと思いました。

2．2．2．第２回(7/19)都道府県調べ＆もしも災害が来

たら (参加児童数25名)

iPadを用いて、近畿各県の名産品、観光地等につい

て調べ、ポスターを作成し、発表した。また、もしも

災害が来たときに必要なもの(非常用バッグに入れて

おいた方が良いもの)を考えあった。

学生の感想を表3-1から3-5に示す。

表3-1 学生の感想(Ｃ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

２回の準備で、授業形式のまち土をすることに

なったので、どうやってみんなが楽しく取り組め

る授業形式のものにするかを心掛けた。上回生の

スーパーバイズでは、どうやったらみんなが発表

しやすいかの工夫を考えてもらえたので助けられ

た。

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

当日のまち土では、子供が楽しく取り組めるよ

うに、班での活動で、なかなか気分がのっていな

い子供に役割を与えて、班での活動に積極的に入

れるようにした。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

時間が思った以上にかかってしまったりして、

思ったようなペースで進められず、失敗してし

まった。次からは、かかる時間をしっかり考えて

準備をするとともに、本番で予想外のことになっ

てもしっかり対応を考えていきたい。

表3-2 学生の感想(Ａ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

準備物や進行の仕方・話し方などで注意するこ

とや気をつけることのアドバイスが具体的でとて

も助かりました。

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

動き回る子への対応がとても助かりました。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

失敗したなと思うことは他の人が発表している

ときに私語を続ける子がいて、静かに発表を聞け

なかったのが残念でした。良かった点は班で役割

を分担させることができたので、作業がスムーズ

に進めれたところです。次回は途中で集中力がと

ぎれないような展開にしたいです。

表3-3 学生の感想(E：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

当日に予想外のものがいることがないようにで

きるだけ準備物を完ぺきにするように心がけた。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

できるだけ自分の班だけでなく周りの子どもた

ちをみるように心がけた。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

ポスター作りが予想以上に時間がかかりだれて

しまう子どもが出てしまった。全体の空気を閉め

ることが大切だと感じたのでは…

表3-4 学生の感想(D：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

子どもたちが分かりやすいようにするためには

どのようにすればよいかについて心掛けました。

今回ならプリンターを使ったりタブレットを使用

したり、ポスターを作ると盛りだくさんの内容で

あったため、いかに分かりやすくするかに気をつ

けました。２回生中心で話題(やりたい内容)を話

してほしかったのですが、どうしてもこれのほう

が良いかな と意見を言ってしまうことが多く、

その辺も含めて３回目にはもっとみんなから意見

が出るようにしていきたい。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

リーダーが抜けているところや、流れについて

アドバイスをしました。人数が少なかったので、

できるだけ多くの班を見ようとし、リーダーとサ

ブリーダーが会を進行しやすいように努めまし

た。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

お疲れさまでした。声の大きさが大変よかった

ので聞きとりやすかったです。でも、ただ声を出
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して説明しているときもありましたので、間をお

いて大丈夫 などと声をかけてもよかったと思い

ます。また、ポスターの説明をホワイトボードに

書いておくなり、説明を言うだけであったので子

どもたちが となっていたので、うまい説明より

短く簡潔に説明することが大切であると感じまし

たし、改善していく必要があるのではないかと思

います。初めてでしたが、本当にお疲れさまでし

た。

表3-5 学生の感想(G：３回生：当日補助)

全体としては、授業の流れについていけてる印

象でした。しかし、自分の担当した班は、やる気

のある子どもとない子どもの差が大きく、まとめ

ることができませんでした。次は班をまとめる点

に気をつけて取りくみたいと思います。

2．2．3．第３回(10/25)読書の秋-落ち葉を拾ってしお

りを作ろう(参加児童数12名)

大学構内で落ち葉を拾い、その落ち葉を利用したし

おり作りと、しおりの歴史について学んだ。今回は、

前回の学習で全体での学びに入りにくかった児童がい

たことをふまえ、グループ分けを学生の側から指示し

た。

学生の感想を表4-1～4-6に示す。

表4-1 学生の感想(B：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

しおり作成の際のあると良いもの、紙質の試作

会のときの選び方、時間配分の仕方

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

子どもたちの班分けのときの促し。秋を見つけ

に行ったときの子どもの誘導の仕方がすごく上手

で、これから見習っていきたいなと思いました。

時間の配分。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

最初班分けするとき、予想以上に嫌だ という

子がいて、どうしようかすごく不安だった。しお

りづくりが意外と時間をとってくれてよかった。

和大ということもあり、外に秋を見つけに行くこ

とができて、どんぐりなどに触れることができて、

すごく喜んでくれたところ。クイズの時間が短す

ぎた。

表4-2 学生の感想(C：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

時間配分がこの前のまち土で難しかったので、

作る時間にどぐらいかかるのかを試作品を作るな

どして考えた。

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

班の分け方をランダムにしたため、少し楽しそ

うじゃない子どもや、作業が分からないで困って

いる子、話し聞けてない子に積極的にコミュニ

ケーションを取るなどを心掛けた。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

最後にクイズを行ったが、なかなか話を聞いて

くれていないことが多かったため、作業に入る前

にクイズを行うもありかなと思った。少しドライ

ヤーが必要だったかと思う。班を分けたことで女

子の仲の良い子もバラバラになってしまったた

め、もう少し考えないといけないかなと思った。

表4-3 学生の感想(G：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

まち土２年目なので、時間配分や流れなどは分

かるので、適切な時間配分を考えた。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

子どもが何をする時間か分かっていないときに

は指示を促したり、リーダーに確認して子どもに

指示をした。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

指示をもう少しはっきりと言うべきだったと思

う。順調に進んでいたが、少し退屈そうな子ども

がいたかも。

表4-4 学生の感想(F：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

子どもをよくほめれていて、とてもよかったと

思います。10月後半ということで、季節を活かし

たよい題材だったと思います。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

もう少し、子ども目線に立ってもいいのかなと
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思いました。クイズの時の立ち位置などに気づく

と思います

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

はじめ方と終わり方はもう少し意識した方がい

いと思いました。何となくはじまって何となく終

わるのでは子どもからの印象もぼやけてしまいま

す。今日の状況ではなかなか難しかったと思いま

すが、もっと、クラスに聞く姿勢ができてから話

すと、より効果的かと思います。

表4-5 学生の感想(D：３回生：当日補助)

しおりづくりが楽しいと言っている子が多かっ

たので、ずっとしおりづくりで良かったと思いま

す。最後にクイズをやったことで、“あ、やっぱり

勉強なんや”と子どもたちに思わせてしまったと

感じました。また、クイズの内容も、「文化」や「日

本国憲法」って何 と子どもたちが思っていたと

感じたので改善が必要であると思います。子ども

のことでいえば、メンバーを誕生日で分けたこと

は良かったと思います。自分の班で言えば学年の

違う女の子が会話をしたり、楽しく交われていた

と思います。途中しおりづくりでこんなん作って

いるよと(学生が：筆者注)紹介するのは良かった

と思いますが、最後に自分こんなん作ったよとみ

んなに紹介する時間があってもよかったと思いま

す。ですが、子どもたちと自分自身が楽しく活動

することができたのでそこが一番良かったです。

お疲れさまでした。

表4-6 学生の感想(Ｅ：３回生：当日補助)

・しおりづくりで、あらかじめ落ち葉を用意する

のではなく、班の子たちと拾いに出かけるとい

うのがまち土のコンセプトでもある楽しく交わ

ることにピッタリであったのでとても良かった

です。班を好きな子同士でかためるのではなく、

初めて話す子同士にするのもとても良い交流の

機会になったように思えます。

・しおりを作るに当たり、はじめは何もなくスタ

ンダードに、２作目からは色和紙やギザギザバ

サミや高級和紙を用意するなど、子どもたちの

興味・関心を大変引きつけており良い工夫だと

思いました。

・時間配分(落ち葉拾いは何分までか)などを知ら

せてくれると、より次の作業の開始がスムーズ

に行えたのかもしれないですね。

・袋を多く用意しておくことはとっても良かった

です。

2．2．4．第４回(11/29)いもはんこを作り、みんなで

手紙を書こう(参加児童数６名)

サツマイモを用いていも版をつくり、それで年賀状

作りを行った。また、クイズでサツマイモに関する知

識を学んだ。

学生の感想を表5-1～5-6に示す。

表5-1 学生の感想(Ａ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

準備物で足りないものかないかどうか気をつけ

た。

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

子どもたちへの声かけの仕方

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

今日は人数が比較的少なく、１班に大人３人つ

いていただけたので、進行もスムーズにすること

ができてよかったです。

クイズは簡単なものをつくったつもりでしたが

意外と難しかったようだったので、楽しめていて

よかったと思います。

表5-2 学生の感想(Ｂ：２回生：リーダー)

(当日までの準備のなかで心掛けたこと。上回生の

スーパーバイズのなかで、気づいたこと、助けら

れたこと)

足りないものの確認

(当日のまち土の中で心掛けたこと。上回生のスー

パーバイズの中で気づいたこと、助けられたこと)

てきぱき準備をしてくださって、すごく助かり

ました。こんなんどう とか子どもたちに提案と

かもしてくれていて、すごくよい時間になったと

思います。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、失敗

したなと思うこと、よかったと思うこと、次はこ

うしたいと思うことなど)

今回は子どもが少なかったのと、やんちゃな男

の子たちがいなかったので、スムーズにすること

ができた。この前はやんちゃな男の子に影響され

てやんちゃな事していた子も非常におとなしかっ

た。クイズの内容や時間配分もよかったと思う。

今までのまち土でいちばんよかったように感じ

た。

表5-3 学生の感想(Ｆ：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー
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(２回生)の反応から気づいたことなど)

２回生の主体性を重視し、なるべく意見は出さ

ないようにした。４回目のまち土なので流石に慣

れてきていて準備の効率もよかった。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

第三者の観点から全体を見るのではなく、子ど

もの視線で授業を見た。この作業のときに、もっ

と分かりやすい示し方があればいいのに、など、

課題点が見えてきた。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

全体の流れを教師が説明するというのは、体験

型学習において大切であると思います。作業をさ

せるために説明するのは一方的であってはいけま

せん。子ども達はその段階でいろいろなことに気

づき、先のことを考えたりします。作業がより良

いものになるために、説明のとき、もっと交流を

深めるといいと感じました。今回においては、時

間埋め合わせのクイズではなく、ハンコ作り→手

紙を書く→ など、もっと一貫性を持たせても良

かったかなと思いました。

表5-4 学生の感想(Ｅ：３回生：スーパーバイザー)

(当日までの準備の中で心掛けたこと。リーダー

(２回生)の反応から気づいたことなど)

時期に見合ったものや、はんこを作るだけで終

了ではなく、はんこを使い、味のあるはがきを作

る作業を入れるなど、子どもたちがあきないよう

に授業を組み立てていてよかった。子どもたちに

分かりやすくするように、見本を用意しているな

どがよかった。

(スーパーバイザーとして、当日のまち土の中で心

掛けたこと。リーダー(２回生)の反応から気づい

たことなど)

時間などに気をつかい、子どもたちが困ってい

るとすぐに補助に入っていることが大変よかっ

た。子どもたちの様子をよく見れている。子ども

達とたくさん話しながら授業を進めれていて、周

りをみつつ自分の仕事にもしっかりと取り組めて

いるのがよかった。

(当日の全体の流れや子どもの動きを通して、リー

ダー(２回生)へのアドバイス)

パワーポイントなどの字をよりやさしいものに

すれば、よりよかったのかもしれないです。クイ

ズなどは、グラフや絵などで親しみやすいものに

できていて、子どもたちも飽きることなく取り組

めていたように思います。人数が少なかったこと

もあり、子ども達全員にしっかりと目を通せてい

たのがとてもよかったです。お疲れさまでした。

表5-5 学生の感想(D：３回生：当日補助)

クイズの説明が、実際に地図を用いていて子ど

もたちに分かりやすかったと思いました。はんこ

作りや手紙作りでは子どもたちとの会話もあり、

楽しく作ることができました。作業は楽しくでき

ました。が、和歌山に関することが少ししかなかっ

たのが残念です。社会科のようなこともどのよう

に取り入れていくかを考えていかなければならな

いなあと自分も反省して次につなげていきたい。

表5-6 学生の感想(G：３回生：当日補助)

人数が少ないこともあり、よい流れで進んで

いったような気がします。パワポに難しい言葉が

多かったのと、もう少し、子どもが興味をもつよ

うな工夫があってもよかったかと思いました。

３．分析の枠組

2．2．で紹介した学生の感想を、彼らの授業づくり

に関する学びとして、どのように分析するか。授業づ

くりに関する教師の知に関しては膨大な研究の蓄積が

あり、それらを跡づけ、分析枠組として用いることは

筆者の力量では不可能である。本研究では、学生の反

省の視点を「授業者」、「子どもの動き」、「子どもの学

び」をキーワードに分析を行う。

なお、分析の対象にはしていないが、学生たちは振

り返りシートに書いた内容をもとに、反省会を開き、

互いの感想を交流している。

４．分析結果

学生の振り返りの内容を、分析の視点にしたがって

まとめたものを、次ページ表6-1(２回生)、次々ページ

表6-2(３回生)に示す。なお、表にするにあたっては、

学生の振り返りの内容を意味を変えない範囲で要約し

て示した。また、例えば「子どもへの声かけ」が全体

に対してか個別にかなど、分類の判断に迷う場合には、

反省会での学生の発言内容をもとに分類した。判断の

つきにくいものは、表には記していない。

4．1．２回生の学び

４回のまち土を通して一貫して言及されているのが

準備(物)、１～３回で言及されているのが時間配分で

ある。１回目、２回目では、進行の仕方、全体への声

かけなど、全体に対しての立ち振る舞いについて多く

述べられているが、３回目・４回目では、それが少な

くなっている。また、子どもへの個別対応に関しては、

１回目が「先輩から教えてもらったこと」として言及

されているのに対し、２回目・３回目では「自分がし

たこと」として述べられている。

子どもの動きについては、１～３回目で作業の進行
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のようすが述べられている。また、２回目・３回目で

私語が問題視されている。

子どもの学びについては、４回目にクイズに対する

子どもの反応として述べられているが、全体として言

及は少ない。

4．2．３回生の学び

２回生と同じく、準備(物)は一貫して４回のまち土

の振り返りのなかで言及されている。また、時間配分

についても、第２回の反省を除き言及されている。２

回生と大きく異なるのは、全体に対する立ち振る舞い

に関する反省の量・内容である。

子どもの動きについては、事前の予想との異なり、

作業の進行、私語・逸脱行動についての言及がほとん

どないのに対し、子どもの自主的・主体的な動きにつ

いての言及は多い。

子どもの学びについては、「勉強」が否定的なものと

してとらえられ(第３回、Ｄ)、子どもの学びがどのよ

うな場面で生じるものかという視点から述べられてい

る(第４回、Ｆ)のが特徴的である。

５．考察

２回生と３回生の振り返りではその内容に大きな違

いがあるが、それが端的に表れているのが子どもの私

語についてのとらえである。子どもの私語という状況

に対し、２回生は子どもの問題、３回生は授業者の問

題、特に全体に対しての立ち振る舞いに課題があると

とらえている。具体的には、２回生は２回目～４回目

で私語に言及しているのに対し、３回生は私語そのも

のには触れず、けじめや一方的でない説明など、授業

者の態度や振る舞いに関しての反省・感想を述べてい

る。このことは、２回生が作業の進行や私語という子

どもの行動に着目しているのに対し、３回生は授業者

の立ち振る舞いに着目しているということができるか

もしれない。しかし、後述する「子どもの学び」につ

いての２回生・３回生の認識の差を鑑みたときに、私

語が「問題」なのかについての認識の差が、上記の課

題のとらえ方の差を生んでいるように思われる。

つまり、３回生にとっては、子どもたちが率先して

行動したり(第１回、Ｅ)、交流したり(第３回、Ｄ、Ｅ)

することが、まち土の成果・よかったこととしてとら

えられている。表6-2に示した３回生の振り返りの「子

どもの自主的・主体的な動き」の行からは、全員が楽

しく工夫しながら活動に参加し、その過程で、また、

成果物を交流することに積極的な意味が与えられ、重

視されていることが読み取れる。その背景には、(はっ

きり表明されていないが)授業者が子どもの成果物を

紹介したり、ましてクイズをさせるのではなく、子ど

も同士の交流を、というＤ(第３回)に端的に見られる

子ども同士の交流に対する積極的な意味づけと、「作業

をさせるために説明する段階で、子どもたちはいろい

表6-1 学生の振り返り(２回生)

( )内は学生。 ・中立的な内容、○良かったこと、△課題・次回への反省点

第１回 第２回 第３回 第４回

授業者に
ついて

事前の準備 △時間配分(A、B)
△準備物(A)

・時間配分(C)
△準備(A、C)

△時間配分(B、C)
△準備物(B、C)

・準備物(A、B)

授業展開 △途中で(子どもの)集中が
とぎれない展開(A)

△作業とクイズのどちらを
先にするか(展開)(C)

全体に対し
ての立ち振
る舞い

・進行の仕方(A、B)
・全体への声かけ(A)
・大きな声(A、B)

・進行の仕方(A)
・話し方(A)

子どもへの
個別対応

・子どもたちの中でも、ス
ムーズに作業できる子と、
そうでない子の間で生ま
れる時間差をなくすよう
にする手段。(A)

・班で役割を与えて(A、C) ・楽しそうじゃない子、困っ
ている子、話を聞けていな
い子とコミュニケーショ
ンをとる(C)

子どもの動き
について

事前の予想
との異なり

・子どもたちの動きが読め
なかった(B)

・班分けするとき、予想以上
に嫌だ という子がいて
(B)

作業の進行 △班によってはすごい差が
あった(A)

○作業がスムーズに進めら
れた(A)

△しおりづくりが意外と時
間をとって(B)

子どもの自
主的・主体的
な動き

○どんぐりなどに触れるこ
とができて、すごく喜んで
(B)

私語・逸脱行
動について

△他の人が発表していると
きに私語(A)

△なかなか話を聞いていな
いことが多い(C)

・この前はやんちゃな男の
子に影響されてやんちゃ
なことをしていた子もお
となしかった(B)

子どもの学びについて ○クイズの内容も良かった
(B)

△クイズは意外と難しそう
だった(A)

先輩を見て ○さわぐ子への対応(A)
○子どもたちに慕われてい
てすごい(B)

○動き回る子への対応(A) ○班分けのときの促し(B)
○子どもの誘導の仕方がす
ごく上手(B)

○こんなんどう とか、子ど
もたちに提案(B)

和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №25 2015

95



ろなことに気づき、先のことを考えたりする」という

Ｆ(第４回)に表出されている子どもの学びについての

気づきがあろう。

概して言えば、３回生では「子どもの学び」につい

ての学生の学びの深まりがあり、それが、子どもたち

にけじめをつけさせ、子どもたちとのやり取りのなか

で指示を徹底させることができていないという、授業

者の立ち振る舞いに対しての厳しい評価につながって

いると考えられる。

学生のまち土を通しての学びについてここまで考察

してきたように、３回生が、いわば「子どもから」学

んでいるのだとすれば、２回生はどこから学んでいる

のか。それは端的に表現するならば、「３回生から」で

あり、その内容は、事前準備の段階での準備(物)と時

間配分、当日の子どもに対する個別対応であることが

表6-1から読み取れる。

６．成果と今後の課題

本研究では、学生が中心となって運営する授業の場

面において、２回生と３回生という異学年間の交流を

意図的に組み込むことによる学生の学びについて考察

した。明らかになったことは、特にまち土当日におい

て、２回生は３回生から子どもに対する個別対応を、

３回生は子どものようすから授業者の全体に対する立

ち振る舞いのありようについて学んでいる、というこ

とであろう。

授業者の立ち振る舞いや学習者への個別対応など、

実践知の重要性については、筆者も否定するものでは

ない。しかし社会科教育学の立場から言えば、「実践を

円滑に進める」必要があるのは「社会認識を通して市

民的資質を育成する」という社会科の目標に到達する

ためであり、授業を円滑に進めることが目的化してし

まうようでは、本末転倒と言わざるを得ない。学生が

まち土を通して学んでいる実践知を、子どもの社会認

識の内容とその発達・獲得の理論、そして市民的資質

の内容と発達・獲得の理論という社会科教育学の知見

とどのように理論的・実践的に結びつけていくのか。

今後の課題は大きい。

注

１）豊田充崇、後藤千晴「まちかど土曜楽交の成果と課題」和歌

山大学地域連携・生涯学習センター『和歌山大学地域連携・

生涯学習センター紀要・年報』12、2013、pp.91-95

２）豊田、後藤前掲、p.91

表6-2 学生の振り返り(３回生)

( )内は学生。 ・中立的な内容、○良かったこと、△課題・次回への反省点

第１回 第２回 第３回 第４回

授業者に
ついて

事前の準備 ○時間配分(F)
・準備物(D)

・準備(E) ・時間配分(Ｇ)
・準備物(E)

・時間配分(E)
○準備(E、F)

授業展開 ○１作目と２作目で使って
よい道具、材料を変える
(E)

△クイズ(授業者が用意する
もの)より、むしろ子ども
同士の交流を(D)

○子どもが飽きない作業の
組み立て(E)

△もっと一貫性を持たせて
もよかった(F)

全体に対し
ての立ち振
る舞い

△声の大きさ、強弱(D、F) ○声の大きさ
△全体の空気を締める(E)
△ただ、声に出して説明(F)

○途中、しおりづくりでこん
なん作っていると紹介す
る(D)

△指示をもう少しはっきり
言うべき(F)

△はじめ方と終わり方をも
う少し意識(F)

△クイズの時の立ち位置(F)
△クラスに聞く姿勢ができ
てから話す(F)

△説明のとき、もっと交流を
深めると良い(F)

○子ども達とたくさん話し
ながら授業を進められて
いて(E)

子どもへの
個別対応

○子どもをよくほめれてい
て(F)

○子どもをよく見ていて、
困っているとすぐに補助
に入っている(E)

子どもの動き
について

事前の予想
との異なり

作業の進行 △予想以上に時間がかかり
(E)

子どもの自
主的・主体
的な動き

○班の子ども達全員で取り
組めていた(E)

○周りの先生たちの分も子
どもたちが率先して用意
(E)

○しおりづくりが楽しいと言っ
ている子が多かった(D)

○初めて話す子ども同士の
交流(D、E)

△少し退屈そうな子どもが
いた(Ｇ)

私語・逸脱行
動について

△集中できない子が多い(F)

子どもの学びについて △「勉強なんや」と子どもに
思わせた(D)

△クイズの内容がわかりづ
らい(D)

・作業をさせるために説明す
る段階で、子どもたちはい
ろいろなことに気づき、先
のことを考えたりする(F)
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